
第5回 YeLL実践検討会福祉編
みんなで考える
医療的ケア児にかかわる
コーディネーターの役割

北海道では、平成29年から⼩児等在宅医療連携拠点事業の⼀環でYeLL実践検討会を開催し、道内
各地で展開されてきた医療的ケア児の⽀援実践事例を共有してきました。保育編/教育編/保健編/医
療編に次ぐ今回は、満を持して実施する「福祉編」です。
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お問い合わせ先
医療法⼈稲⽣会
北海道⼩児等在宅医療連携拠点事業YeLL
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MAIL toseikai@kjnet.onmicroso@.com

開催⽇時

今回は、地域の拠点病院や重症⼼⾝障害児施設、基幹相談
⽀援センターに所属し、地域のコーディネーター業務を担う
⽴場のシンポジストとともに、道内各地の医療的ケア児の⽣
活を⽀えるコーディネーターの役割について考えます。

申込は11/25まで

令和3年6⽉、医療的ケア児⽀援法が制定されました。そこでは⽇常的に医療を必要とする⼦ども
たち、いわゆる医療的ケア児の⽀援について医療・福祉・保健・教育・労働その他関係機関が分野
横断的に連携しながら⽀援出来るよう、都道府県は「医療的ケア児⽀援センター」を設置すること
ができると定められました。

お申し込み


